
令和２年度 国立教育政策研究所 教育課程研究指定校事業

「わかる・できる」協働的な授業の創造

熊本県 産山村立産山学園

研究協議会



地域の特色
阿蘇・産山村（熊本県北東部）

・主産業 農畜産業
・人口１５００人の自然豊かな山村

〈名水１００選 山吹水源〉 〈村花 ヒゴタイ〉 〈村マスコット
キャラクター〉



産山村の教育
教育理念

「産山で教育を受けてよかったと実感できる教育の創造」

・昭和６３年 タイ・カセサート校とのヒゴタイ交流開始

・平成１９年 小中一貫教育スタート 教育特区認定

・平成２１年 教育課程特例校指定

・平成３０年 義務教育学校「産山学園」開校

教育に期待する思いが強く，学校教育への尽力は大きい



学園の特色
学園生数

学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

男子 ７ ６ ４ １２ ５ ７ ７ ８ ８ ６４

女子 ３ ７ ４ ４ ４ ７ ８ ３ ５ ４５

計 １０ １３ ８ １６ ９ １４ １５ １１ １３ １０９

４ｰ３ｰ２のステージ制

・１～４年生 ファーストステージ
・５～７年生 セカンドステージ
・８・９年生 サードステージ

（令和２年度１月現在）



学園の特色 特例の教育課程

うぶやま学 英会話 チャレンジ学習

〈４～７年：ヘルパー活動〉

〈９年：子ども議会〉

〈全学年：ヒゴタイ交流の英会話〉

〈後期生：ヒゴタイ太鼓（地域指導者）〉

〈３～９年：チャレンジ検定〉

〈全学年：ICT機器の活用〉



学園生の実態
・学園生の人数に対して，学校でも，地域や家庭でも
関わる大人の人数が多い。

・一人１台のタブレット端末

・漢字検定・数学検定・英語検定の受験費用全額補助

・全体的に「主体性」「創造性」を伸ばしたい。

・「課題解決力」を高めなければならない。



主題設定の理由

１ 教育の動向から

新学習指導要領
○主体的・対話的で深い学び ○協働的な学び
○資質・能力の育成

２ 本村の取組から

３ 学園生の実態から
◎恵まれた教育環境
●主体性、創造性を伸ばしたい

「わかる・できる」協働的な授業の創造

○校訓「We have a dream（私たちには夢がある）」
○産山で教育を受けてよかった
○特色ある教育



１年次 の 実践
（令和元年度）



わかりやすい授業のために

視 覚 化 焦 点 化 共 有 化

人 的 環 境 学 習 環 境

研究主題 「わかる・できる」協働的な授業の創造

＜仮説＞ 授業のユニバーサルデザイン（ＵＤ）に取り組み，以下の視点による授業改善を行うことで，
学園生が「わかる・できる」授業になるだろう。

理解を促す工夫
エ）学べる場の工夫
オ）教師の指示や発問
カ）友だちとの学びの場や

選択場面
キ）板書やワークシートの工夫参加を促す工夫

ア）導入の工夫
イ）学習の見通し
ウ）明確なルールや約束

習得・活用を促す工夫
ク）めあてとまとめの整合性
ケ）ふりかえり

活 用

習 得

理 解

参 加

研
究
構
想
図



成果
①１時間の学習の流れを示して見通しをもたせ，協働的
な場づくりを行ったことで授業改善ができた。

②教職員の教材研究・支援の改善が学園生の変化につな
がった。

課題
①単元を通した「参加」「理解」「習得・活用」の授業デザイン

②協働的な授業が「教え合い」に留まっている。

成果と課題（１年次）



２年次の実践に向けて
＜研究仮説＞
単元・授業のゴールの姿を明確にし，学び合い，高め合う学習活動を工夫すれば，
「わかる・できる」授業になるだろう。

○ めあての明確化
○ 学び合いの工夫
○ ふりかえり



２年次 の 実践
（令和２年度）



ＩＣＴの効果的な活用 授業のＵＤ化

研究内容

＜研究仮説＞
単元・授業のゴールの姿を明確にし，学び合い，高め合う学習活動を工夫すれば，「わかる・できる」授業になるだろう。

＜研究主題＞

「わかる・できる」協働的な授業の創造

学校と地域との連携・協働

課題解決学習（産山型学習）

単元・授業のゴールの姿の明確化

単元最後のふりかえり

めあての明確化

学び合いの工夫

ふりかえり

研
究
構
想
図



産山（へき地）ならではの質の高い教育をめざして

産 山 型 学 習

過程 児童生徒の視点から 授業者の視点から

う～ん
今日の
課題
は？

◎学習課題（めあて）をつかむ。
・学習課題（めあて）を確かめて、やる気を出し、学習
の見通しを立てる。

「なぜ」「おそらく」（疑問や予想）

◎めあての明確化
・授業のゴールの姿の明確化
・導入の工夫

ぶつ
かって
みよう
ひとり
で！

◎ひとり学び（個人思考）で課題解決に取り組み，自分
の考えを持つ。

・学習課題についてしっかりと考え，それを書くなどし
て自分の考えをもつ。

「やってみよう」（挑戦）

◎ひとり学びの工夫
・自分の考えに対し，根拠を明確にさせる。
・思考ツールの活用
・ＩＣＴの効果的な活用
・発問の工夫

やろう
みんな
で！

◎学び合って、学習課題（めあて）を解決する。
・友達と話し合い，さらに考え，学習を深める。
・先生の話をしっかり聞き，問題を解いたり深まった考
えを書いたりしてまとめ，学習課題を解決する。

「なるほど」「きっと」（納得感）

◎学び合いの工夫
・ペア，グループ，全体などの学習形態の工夫
・視点をもたせた話し合い
・発表のルール（根拠）や学習リーダーの設定
・ＩＣＴの効果的な活用

まとめ
ふりか
えろ
う！

◎学習を振り返り，つなげる。
・自分や友達のがんばりを振り返り，そのよさを認め，
次時につなげる。

・学習したことを振り返る。
「わかった」「できた」「もっとやってみよう」（実感
や達成感，更なる意欲）

◎ふりかえり
・ふりかえりの視点をもたせる。
・ふりかえりシートの活用
・次の学習への意欲をもたせる評価の工夫



実践例① ８年社会科 単元について

単元終了時のゴールの姿

身近な阿蘇の草原が失われつつあるという社会的問題につい

て関心をもち，その背景について諸資料を活用しながら分析お

よび説明し，その成果をもとに，草原保全のあり方について自

己の意見を形成・表現している姿。

問題の把握 原因の追及 解決策の立案



実践例① ８年社会科 本時について

阿蘇の草原をどのように
保全していくべきだろうか？

自分の考えをワークシートに
整理させた上で
話し合いで多様な考えが
出されるように工夫

学び合いで自分の考えが深まったことを中心
に自分の変容を記述して，発表させた。



実践例① ８年社会科 子どもの変容について

【単元はじめの生徒の姿】

●社会科学習と自分の生活や生き方
とのつながりを見いだすことがあまりで
きていなかった。

●「草原」について「野焼きがある」「牛
がいる」などの常識的な記述はあるも
のの，「草原が減っている」という社会
的事象について関心をもち，どうしてそ
れらが起こるのかといった原因・理由を
分析し，望ましい社会のあり方につい
て考えることができない生徒がほとん
どだった。

【単元終了時の生徒の姿】

◎身近な阿蘇の草原の減少という地
域の課題に関心をもち，その背景に

ついて分析した上で，自分なりの解決
策を全ての生徒が考えることができて
いた。「楽しかった」「今までの社会の
授業で一番頭を使った」と語っていた
生徒もいた。

◎単元最後に，ゲストティーチャー
にこれまで考えてきた解決策を発表
したことで，学習してきたことが自
分の生活とつながっていることに気
付くことができた。



実践例② ４年うぶやま学 単元について

単元終了時のゴールの姿

課題の設定 課題追究（体験） 提案を考える 提案を行う

「うぶやま茶」を通して，自分のやりたいことに気付き，そのため

にやらなければならないことについて自ら学び考え，考えたこと

を表現することによって，その考えを広め，やりたいことを実現

しようとする姿。



実践例② ４年うぶやま学 本時について

みりょくてきな発表になるように
アドバイスしあおう

他者の発表を聞き，ふせんに
アドバイスを書いた上で自分の
考えを発表できるように工夫

「あ」「か」「う」「し」「どん」の
視点で，学んだことや，次に学びたいこと
を整理できるようにした。



実践例② ４年うぶやま学 子どもの変容について

【単元はじめの生徒の姿】

●自分の思いや考えを話すことは全体
的にできるが，自分の書きたいことや
考えを明確に順序立てて文章に表すこ
とは苦手としていた。

●これまでの「うぶやま学」で，自分が
学習してきたことや体験したことを「こん
な形でまとめた」という実感がなく，自分
が伝えたいことの焦点化ができずにい
た。

【単元終了時の生徒の姿】
◎茶摘み体験やお茶に関わる周りの
方々の思いから，「お茶で何がしたいの
か」という問いをもたせたことで，自分な
りの考えをもつことができた。

◎ポスター形式にまとめたことで，自分
が伝えたいことや相手に伝わる表現の
工夫をアドバイスをもらいながら，さら
に高めようとすることができた。

◎社会科で，多くの情報を整理して
自分が伝えたいことをパンフレット
にまとめていた。（学びを生かす姿）



全学園生（１～９年）アンケートから
（問）今の学年になって，とてもわかった！できた！と感じた授業はどんな授業でしたか。

（問）授業で「わかった」「できた」と感じることが増えましたか？理由を教えて下さい。

○（数学）「もみじの神秘」など単元課題に挑戦した授業が印象に残っています。身の回りのこと

に数学を活用するということで夢中になって取り組んでいました。（８年生）

○（数学）立体に見える横断歩道を，相似の知識を使って設計した授業です（９年生）

○（社会）第三次世界大戦を防ぐためにどうすればいいのかを，なぜ過去に戦争が起きたかを

もとにしてレポートにする授業（９年生）

○めあてを書いたときに、よし，これめざしてがんばろうと思いながら勉強をしている（１年生）

○ペアでかんがえたりしてなるほどと思うことがあったからです（２年生）

○ふりかえりなど自分でまとめたり，チャレンジノートでもう１回ふりかえり学習をやったから

（４年生）

○前よりふりかえりが書けるようになったことで，分かるようになりました（５年生）

成果（２年次）
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全学園生（１～９年）アンケート

令和元年１２月 令和２年１２月

成果（２年次）

よくあてはまる ３
だいたいあてはまる ２
あてはまらない １
全学園生が３と回答した場合を
１００とした時の割合（％）



成果（２年次）
◎単元や授業のゴール（めざす姿）を明確にしたことで，学習に見通しをもち，粘り強く課題に

取り組む子供の姿がみられるようになった。

◎各授業者ごとに，発問の工夫，思考ツールやＩＣＴの活用，発表のルール（根拠）や学習リー

ダーの設定など様々な創意工夫が見られ，「教え合い」が「協働的な学び」へと高まった。

◎ふりかえりの中で，子供が自分の伸びを感じたり，「さらにこんな学習をしたい」という意欲

をもったりした。ゴールを見据えて授業を構想する教員が増えてきた。

「わかる・できる」協働的な授業の創造 及び 子供の主体性，創造性の高まり

◎「わかる・できる」協働的な授業づくりの実践を，各教科のみならず「うぶやま学」や「英会

話」等の特例の教育課程にまで広げることができた。

◎「子供一人一人の姿をよく見取る」「特例の教育課程を更なる強みへと高める」「地域人材を

活用する」ことで，へき地ならではの質の高い教育が展開できることがわかった。

へき地の強みを生かした質の高い教育の実現 及び 外部への情報発信



【今後の方向性】
「産山で教育を受けてよかったと実感できる教育の
創造」

◎へき地の強みを生かした研究の歩みを止めない

◎子供一人一人の姿をさらに深く見取る職員集団へ

◎授業実践などの日常的な情報交換

今後に向けて



ご清聴ありがとうございました。

ご清聴ありがとうございました。

熊本県 産山村立産山学園


